
第９次調査の概要 
いつ（調査期間） 

だれが（調査した人） 

調査概要 
所 在 地   神奈川県三浦市初声町三戸字丈しが久保71 
調査面積  360㎡ 
調査原因  深耕事業(天地返し)に伴う調査 
主な遺構  住居址５軒・ピット８ 
主な遺物  弥生土器（甕形土器 壺形土器）・縄文土器片・凹石・ 
      敲石・磨石・砥石  
特記事項   集落範囲の最西端部から弥生後期前半の住居址を検出 

し、その殆んどが円形をしており、中には柱穴のない小
形の住居址もある。４号住居址より柱穴の幅と同じ大き
さで、重量もかなりあり、床に据えて使用したと思える
砂岩製の凹石が出土している。(参考文献：『三浦市埋蔵
文化財調査報告書第７集・2002年３月』) 

平成４(1992)年８月17日～28日 

赤坂遺跡調査団 

調査区全景写真（写真中央４号住居址) (所蔵：三浦市教育委員会） ５号住居址の調査風景(所蔵：三浦市教育委員会) 

どこを（調査場所） 

第９次調査地点 

赤線は平成23(2011)年３月８日に国指定された範囲 


